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要　旨　　平均年齢30歳の女性83名を対象に，空腹時血清C一ペプチド値（S－CPR）

と水中体重法による体脂肪率（％F）などとの関連を検討した．％Fは平均25．8±5．5

％，S－CPR値は平均1．93±α64ng／mlで，両者の問にはr零0．266の有意な正の相

関があった．％Fの程度に分けてS－CPR値をみると，％Fが高くなるにっれS－CPR

の異常高値者の出現頻度が高く，％F30％以上の19名では半数以上が異常高値であっ

た．％F30％以上を肥満（％F肥満），未満を非肥満（％F非肥満）として両者のS－

CP耳値の平均を比較すると，非肥満者64名：L78±0．42ng／m1に対して，％F肥満者

’19名は2．43±0。95ng／m1と有意に高く，高インスリン血症の存在が推測された．
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1　はじめに

　肥満者に高インスリン血症が多いことは，

すでにわが国においても報告されてい

る1）2）3）が，これらの研究では肥満の判定に

肥満度を用いている。しかし，肥満とは身体

に占める脂肪組織が過剰に蓄積した状態と定

義されることから，インスリンの分泌状態を

体脂肪量との関連で検討するのも意義あるも

のと考える．

　今回水中体重による体脂肪量を測定する機

会のあった成人女性において，空腹時の血清

C一ペプチド値（以下S－CPR）と，体脂肪

率などによる肥満評価との関連を検討したの

で報告する．

皿　対象および方法

　水中体重測定と採血を希望する健康と思わ

れる一般女性83名（平均年齢30±10．5歳）を

対象に，空腹時のS－CPRと血糖値（以下

FBS）を測定した．S－CPRは三菱油化ビー

シーエルに依頼し，二抗体法にて測定した．

三菱油化による空腹時の血清CPRの基準と

なる正常範囲は，0．7－2．2ng／m1である，

FBSは試験紙法（グルテストH，京都第一

科学製）にて測定した．
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　肥満の判定には，水中体重法による体脂肪

率と肥満度および皮下脂肪厚（以下皮脂厚）

による方法を用いた4）．

　水中体重の測定は，中にブランコ用の台座

がっいたステンレスタンクの水槽の中で行なっ

た．水中体重とHe法による残気量を測定し

て身体密度を求め，Bro2ekら5）の改良式に

代入して体脂肪率を算出した．体脂肪率によ

る肥満の判定は，％F30％以上を肥満（以下

％F肥満），未満を非肥満（以下％F非肥満）

とした6）．

　標準体重を桂法〔（身長一100）×0．9〕と身

長2（m）×22（以下BMI法）の二法より求め

て，肥満度を算出し，判定の基準を110％以

上を肥満，未満を非肥満とした．

　皮脂厚は栄研式皮脂厚計にて同一検者が測

定し，上腕背部と肩甲骨下部の和（以下SK

2）が45mm以上を肥満，未満を非肥満とし
た．

　平均値の差はt検定により行なった．

皿　結　　果
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1．全対象者の体脂肪率，肥満度，SK2お

　　よびS－CPR，FBSの平均値

　全対象者の平均値は，体脂肪率25．8土5．5

（12．5～41．3）　％，　SK2　36．9±11．0　（14．0～

65．0）mm，肥満度は，桂法103．9±12．5

（82．1～148．1）　％，BI〉H法97．6±10．8（7駄7

～134。3）％，S－CPRは，1．93±α64（0。90

～5。40）ng／m1，FBSは85。8±15．1（54。0

～118．0）mg／d1であった．

2．体脂肪率，肥満度，SK2およびFBSと

　　S－CPR値との相関

　体脂肪率とS－CPR値との闇には，r＝・

0．266の有意な正の相関関係があった（図1）．

肥満度とS－CPR値との間にも，桂法rニ

0．310，BMI法r＝0．334といずれも有意な関

係にあった．また，SK2とS－CPR値との

間にもFO．378と有意な正の相関があった

が，FBSとS－CPR値との間には相関がな
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図1　体脂肪率とS－CPR値との相関
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図2体脂肪率の区分よりみた空腹時S－CPR正

　　常値と異常高値の出現者数

50％

かった．

3．体脂肪率の程度とS－CPR値との関係

　体脂肪率とS－CPR値との間には弱いな

がら相関関係があったので，体脂肪率の程度

によりS－CPR値にどのような違いがある

かを検討した（図2）．

　S－CPR値は，体脂肪率が20％未満の12名

はすべて正常値内で，・20～25％未満の25名中

23名（92．0％）は正常値内にあるが，2名（8。0

％）が異常高値にあり，25～30％未満の27名

では，正常値内の者が21名（77．8％）で，6

名（22，2％）が異常高値にあった。体脂肪率

が30％以上の19名では半数以上の11名（57．2

％）が異常高値にあり，正常値内の者は半数

以下の8名（42．1％）であった．
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4．体脂肪率による肥満と非肥満者のS－

　　CPR値およびFBS値の比較

　以上のように体脂肪率が高くなるとS－

CPR異常高値者の出現頻度が高かったので，

％F肥満19名と％F非肥満者64名のS－CPR

値について比較した（表1）。

　S－CPR値の平均は，％F肥満者2．43±

α95ng／m1，非肥満者は1．78±0．42ng／ml

で，％F肥満者の値が高かったが（P〈α05），

FBS値の平均は％F肥満者84．0±14．8mg／

dl。％F非肥満者は86．3±15．1mg／dlで両

者に差はなかった．

5．肥満度および皮脂厚による肥満，非肥満

　　者のS－CPR値の比較

　次に従来より用いられている肥満評価の肥

満度と皮脂厚による肥満，非肥満者のS－

CPR値を比較した（表2）．

表1　体脂肪率（水中体重法）による肥満，非肥

　　満者の空腹時S－CPR，FBS値の平均

％F肥商
（30％以上）

囲F非肥腐
（30％未満）

t検定
対　象　者数 19 64

体脂肪車（％）
33。2±2．6

（3G，7～39。4）

23，6士4．0

（12．5～29．9）
＊＊ホ

空腹時㏄PR（ng／m2）
2．43±0．95

（1．30’》5．40）

1．78±0．42

（0．90～3．OO）
＊

F　　B　　Sくmg／d皇》
84．0‡14、8

（55。O～電11．0）

86．3±t5．1

（54．0～“8．0）
ns

Mea鰍：ヒSD　　（　　｝　内は範囲

＊Pく0．05　累＊ホP〈0．OOl

ns＝notsignifioant

表2　肥満度（桂法，BMl法）および皮下脂肪厚よ

　　　りみた肥満者と非肥満者の空腹時S－CPR値

（餉9／mの

桂 法 BMI法 皮下脂肪解

110％以上

nロ22
1109鎌藺

n冒61
11輪以上　110練繭
n留12　．n駆71

45㎜以上　　45㎜未満

n讐20　　n四63

平　　均

標準翻r蓮

最　　低

最　　畜

a25

0．97

0β0

5．40

1．B1

0．42

1．OO

3．oo

a43　　　1．84

1．03　　　0．50

1，30　　　0。90

5鴻0　　　4．20

2．29　　1．81掌

α98　　　043

1。30　　　3．OO

5．40　　　0。90

索Pく0。05

　S－CPR値の平均は，桂法による肥満者と

非肥満者は，それぞれ2．25±0．97ng／m1と

1、81±0．42ng／m1，BMI法による肥満者と

非肥満者では，それぞれ2．43±1．03ng／m1

と1．84±0。50ng／mlで，桂法，BMI法によ

る肥満と非肥満者のS－CPR値には差がな

かった．次に皮脂厚による肥満者と非肥満者

のS－CPR値の平均をみると，肥満者はa29

±0．98ng／m1，非肥満者では1．81±0．43ng

／mlで，肥満者のS－CPR値が高かった
（P＜0．05）．

IV　考　　察

　片岡1）は，非糖尿病肥満者の空腹時IRI値

は肥満度（標準体重比）の増大に相関し，血

糖値とは無関係に増加すること，原納ら2）は，

健康診断における標準体重の20％以上の成人

男女68名の約半数が耐糖能異常および高イン

スリン血症であったこと，塩崎S）は，平均年

齢56．7歳の糖尿病やその家族歴がない肥満度

130％以上の女性15名中7名（46．6％）が空

腹時のC一ペプチドが高値であったことを報

告している、

　今回の対象者においても，％F肥満者の半

数以上に空腹時S－CPRの異常高値者がみ

られ，％F肥満と非肥満者のS－CPR値の平

均を比較すると，％F肥満者が有意に高値で

あった．また，皮脂厚による肥満判定でも肥

満者に同様の傾向がみられた．しかし，肥満

度による肥満と非肥満者のS－CPR値には

差がなくこれまでの報告と異なる結果となっ

た．このことは，今回対象者が少なく肥満度

110％以上を肥満としたためではないかとも

考えられる．

　本論文の要旨は，第3エ回日本糖尿病学会九

州地方会において報告した．
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